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昭
和
８
年
に
創
刊
さ
れ
た
公
器
的
詩
誌
「
日
本
詩
壇
」
に
お
い
て
、
詩
篇
・
随
筆
・
詩
論
・
時
評
な
ど
を
掲
載
し
続
け
た
岡
本
彌
太
は
、
そ
の
中
核
を
な
す
詩
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
詩
作
に
よ
っ
て
時
代

に
対
峙
し
た
彌
太
を
、「
汪
盛
な
戦
士
」
と
平
野
威
馬
雄
は
昭
和
10
年
の
「
日
本
詩
壇
」
で
評
し
て
い
る
。
戦
後
、
詩
誌
「
山
河
」
創
刊
と
詩
碑
建
立
を
両
軸
と
し
て
進
め
ら
れ
た
岡
本
彌
太
顕
彰
事
業
は
、

文
学
者
の
戦
争
責
任
を
背
景
に
、
第
一
詩
集
『
瀧
』
を
基
調
と
し
た
「
青
き
あ
ら
れ
の
高
士
」
と
い
う
岡
本
彌
太
像
を
戦
略
的
に
構
築
し
直
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
戦
前
の
「
汪
盛
な
戦
士
」
と
い
う
評
価
は

後
景
化
さ
れ
、「
日
本
詩
壇
」
掲
載
詩
篇
を
中
心
と
す
る
第
二
詩
集
『
山
河
』
が
刊
行
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
も
不
透
明
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
昭
和
10
年
頃
の
「
日
本
詩
壇
」
を
紐
解
く
と
、
同
時

代
の
ア
イ
ヌ
民
族
や
満
州
国
に
眼
を
向
け
、
国
家
に
よ
っ
て
「
被
征
服
者
」
と
さ
れ
た
者
た
ち
の
声
を
代
弁
す
る
詩
篇
や
随
筆
を
発
表
し
、
そ
れ
ら
を
集
成
し
た
詩
集
『
山
河
』
を
企
画
す
る
彌
太
の
姿
が
明

ら
か
に
な
る
。
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ー
ワ
ー
ド
…
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岡
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一
、
は
じ
め
に
―
―
昭
和
23
年
の
岡
本
彌
太
顕
彰
事
業
の
問
題

　

昭
和
初
期
の
詩
壇
の
公
器
的
性
質
を
担
っ
た
「
詩
神
」、「
詩
人
時
代
」
に
次
ぐ
詩
誌
に
、
吉
川

則
比
古
が
編
集
を
担
当
し
た
「
日
本
詩
壇
」
が
あ
る
。
同
誌
創
刊
号
の
「
編
輯
後
記
」（「
日
本
詩

壇
」
昭
和
８
年
４
月
）
に
は
、「
実
質
的
詩
人
の
み
の
全
面
的
活
動
機
関
た
る
、
強
力
な
、
権
威

的
詩
誌
」
の
刊
行
に
よ
り
、「
実
質
あ
る
も
の
へ
の
敬
愛
的
襟
度
を
包
摂
し
、
虚
名
虚
質
を
排
撃

し
て
、
本
質
的
詩
壇
を
構
成
す
る
」
こ
と
を
目
指
し
、「
全
国
販
売
の
大
量
印
刷
を
断
行
」
す
る

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
創
刊
号
に
名
を
連
ね
、
以
降
は
「
日
本
詩
壇
」
を
中
心
に
活
躍

し
た
詩
人
に
岡
本
彌
太
が
い
る
。「
岡
本
彌
太
が
よ
き
意
味
に
お
け
る
地
方
詩
人
で
あ
つ
た
こ
と

は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」
と
池
田
克
己
（「
前
言
」「
山
河
」
昭
和
23
年
10
月
）
が
評
し

た
よ
う
に
、
高
知
と
い
う
一
地
方
に
身
を
置
き
な
が
ら
も
、
十
五
年
戦
争
の
展
開
に
翻
弄
さ
れ
て

行
く
同
時
代
に
対
峙
し
な
が
ら
「
日
本
詩
壇
」
に
詩
篇
を
発
表
し
続
け
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を

（
注
１
）
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担
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
文
学
史
の
外
縁
に
追
い
や
ら
れ
、
埋
没
し
た
詩
人
の
一
人
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
文
学
的
営
為
と
し
て
は
、
詩
集
『
瀧
』（
昭
和
７
年
10
月
、
詩
原
始
社
）
ま
で
の
詩
篇
と
、

詩
集『
山
河
』（
昭
和
11
年
春
刊
行
予
定
で
あ
っ
た
が
未
刊
）に
収
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た『
瀧
』

以
降
の
詩
篇
と
に
大
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
日
本
詩
壇
」以
外
に
も
、「
エ
ク
リ
バ
ン
」や「
動

脈
」、「
二
〇
三
高
地
」、「
茉
莉
」
な
ど
に
も
寄
稿
し
、
自
叙
伝
「
楚
歌
春
秋
―
―
わ
が
詩
生
活
の

譜
―
―
」
を
鹿
児
島
の
「
詩
道
」（
昭
和
12
年
３
月
、
７
月
）
に
掲
載
す
る
な
ど
、
各
誌
に
お
い

て
広
範
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
当
時
の
詞
華
集
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
吉
野
信
夫
編
『
現
代
日

本
詩
集
』（
昭
和
９
年
６
月
、
現
代
書
房
）
に
「
枯
野
日
記
」
の
一
篇
、
小
川
十
指
秋
編
『
現
代

日
本
詩
人
選
集
』（
昭
和
11
年
１
月
、
動
脈
社
）
に
「
杜
鵑
集
」、「
落
日
（
母
の
静
物
）」、「
楽
書

の
人
物
」
の
三
篇
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
満
州
の
詩
人
と
も
関
係
が
深
か
っ
た
彌
太
は
、
同
郷
の
島
崎
曙
海
『
宣
撫
官
詩
集　

地

貌
』（
昭
和
14
年
10
月
、
二
〇
三
高
地
詩
社
）、
川
島
豊
敏
『
北
堡
壘
』（
昭
和
15
年
11
月
、

二
〇
三
高
地
詩
社
）
の
序
文
を
執
筆
し
て
い
る
。
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
、「
彌
太
と
私
と
白
牡

丹
図
碑
」（「
山
河
」
昭
和
23
年
10
月
）
に
て
島
崎
曙
海
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
　

 　

私
達
（
稿
者
注
：
曙
海
と
川
島
豊
敏
）
は
満
州
か
ら
彌
太
に
月
に
何
本
か
の
便
り
を
か
き
、

土
佐
に
か
え
る
と
真
先
に
彌
太
を
た
づ
ね
た
。
彌
太
の
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

彌
太
を
満
州
に
よ
ば
う
と
川
島
と
計
画
し
た
が
終
に
実
現
し
な
か
つ
た
。
彌
太
の
死
ん
だ
の

は
十
七
年
の
十
二
月
だ
つ
た
。
そ
れ
よ
り
先
、
大
連
で
彌
太
全
集
を
出
そ
う
と
、
当
時
「
女

性
満
州
」
を
出
し
て
い
た
田
村
和
夫
（
服
部
晃
次
郎
）
と
相
談
し
、
出
す
こ
と
に
決
定
し
て
、

土
佐
へ
そ
の
原
稿
送
付
方
を
申
し
送
つ
た
が
、
土
佐
か
ら
出
す
か
ら
と
こ
と
わ
ら
れ
た
の
で
、

沙
汰
止
み
と
な
つ
た
。

　

結
果
と
し
て
、
彌
太
の
渡
満
や
満
州
で
の
詩
集
刊
行
は
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、「
二
〇
三

高
地
」
か
ら
「
満
州
詩
人
」
へ
と
活
動
を
展
開
し
て
行
く
昭
和
16
年
に
お
い
て
、「
満
州
詩
人
」

の
中
核
を
な
す
詩
人
の
ひ
と
り
と
し
て
島
崎
曙
海
が
彌
太
を
満
州
に
招
請
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

後
年
、
島
崎
曙
海
の
編
集
に
よ
る
「
岡
本
彌
太
詩
集
」
は
、
高
村
光
太
郎
揮
毫
の
詩
碑
「
白
牡

丹
図
」
を
彌
太
の
郷
里
に
建
立
（
昭
和
23
年
７
月
）
す
る
基
金
集
め
の
た
め
に
刊
行
さ
れ
た
『
岡

本
彌
太
選
集
』（
昭
和
23
年
１
月
、
岡
本
彌
太
選
集
刊
行
会
）
と
い
う
形
で
実
現
す
る
。
時
を
同

じ
く
し
て
、「
今
後
は
岡
本
彌
太
の
作
品
を
主
と
し
て
掲
載
し
、
研
究
し
、
彌
太
の
芸
術
を
正
当

に
位
置
づ
け
た
い
」（
浜
田
知
章
「
編
輯
後
記
」「
山
河
」
昭
和
23
年
３
月
）
と
い
う
宣
言
と
共
に

創
刊
さ
れ
た
詩
誌
「
山
河
」
に
よ
り
、
島
崎
曙
海
や
そ
の
意
を
汲
ん
だ
浜
田
知
章
を
中
心
と
し
て

岡
本
彌
太
顕
彰
の
機
運
が
高
ま
り
を
見
せ
た
。

　

昭
和
23
年
と
い
う
一
年
間
に
濃
縮
さ
れ
た
同
顕
彰
事
業
は
、
文
学
者
の
戦
争
責
任
問
題
と
は
無

関
係
で
は
い
ら
れ
ず
、様
々
な
思
惑
を
交
差
さ
せ
な
が
ら
展
開
さ
れ
た
。同
年
創
刊
の
詩
誌「
山
河
」

が
提
示
し
た
の
は
、
戦
争
に
対
し
て
「
ヒ
ユ
メ
ン
な
立
場
か
ら
、
た
え
ず
批
判
的
」
な
「
人
生
派
」

の
詩
人
岡
本
彌
太
で
あ
っ
た
（
浜
田
知
章
「
編
輯
後
記
」「
山
河
」
昭
和
23
年
６
月
）。
並
行
し
て
、

「
岡
本
彌
太
論
」（「
山
河
」
昭
和
23
年
３
月
）、「
彌
太
詩
碑
建
設
地
整
地
作
業
」（「
山
河
」
昭
和

23
年
７
月
）、「
彌
太
と
私
と
白
牡
丹
図
」（「
山
河
」
昭
和
23
年
10
月
）
と
、
島
崎
曙
海
に
よ
る
彌

太
に
関
す
る
言
説
が
「
山
河
」
に
立
て
続
け
に
掲
載
さ
れ
た
。
倉
橋
健
一
が
指
摘
す
る
彌
太
を
担

ぎ
出
し
た
「
一
夜
つ
く
り
の
村
落
型
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
を
考
慮
し
た
と
き
、
宣
撫
官
と
し
て
詩
集

を
刊
行
し
た
島
崎
曙
海
の
戦
後
の
政
治
性
を
そ
こ
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

詩
碑
の
建
立
と
「
山
河
」
創
刊
に
よ
っ
て
急
進
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
顕
彰
事
業
で
あ
っ
た
が
、

「
島
崎
曙
海
氏
ら
に
よ
つ
て
建
立
さ
れ
た
詩
碑
「
白
牡
丹
図
」
で
一
応
一
つ
の
段
階
を
経
た
」
と

い
う
浜
田
知
章
の
宣
言
（「
編
輯
後
記
」「
山
河
」
昭
和
23
年
11
月
）
に
よ
り
、「
岡
本
彌
太
の
詩

精
神
の
究
明
か
ら
始
ま
つ
た
「
山
河
」
の
仕
事
」
は
半
年
足
ら
ず
の
う
ち
に
終
止
符
が
打
た
れ
て

し
ま
う
。
そ
の
間
、
彌
太
の
詩
篇
や
詩
論
と
共
に
友
人
や
知
己
に
よ
る
回
顧
録
は
掲
載
さ
れ
た
も

の
の
、
戦
後
文
脈
に
お
い
て
詩
篇
の
内
実
を
問
う
研
究
や
批
評
ま
で
は
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
。
即

ち
、「
山
河
」
誌
上
に
お
け
る
岡
本
彌
太
顕
彰
は
、
当
初
計
画
さ
れ
て
い
た
「
彌
太
の
芸
術
を
正

当
に
位
置
づ
け
た
い
」
と
い
う
目
標
よ
り
も
、
文
学
者
の
戦
争
責
任
を
後
目
に
「
一
篇
の
戦
争
詩

も
な
い
」、「
人
生
派
と
目
さ
れ
る
」「
ヒ
ユ
メ
ン
な
立
場
」
の
詩
人
岡
本
彌
太
と
い
う
フ
レ
ー
ム

を
用
意
し
、
戦
略
的
に
用
い
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
の
問
題
は
、
実
作
の
検
討
か
ら
帰
納
的
に
確
立
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
彌
太
の
詩
人
イ

メ
ー
ジ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
文
学
的
営
為
が
本
来
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
は
ず
の
批
評

性
が
隠
蔽
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
。「
あ
の
「
瀧
」
以
後
の
展
開
を
眺
め
ず
し
て
彼
の
総

量
を
計
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
詩
友
で
あ
っ
た
間
野
捷
魯
（「
岡
本
彌
太
追
憶
」「
山
河
」
昭
和

23
年
10
月
）
が
語
る
よ
う
に
、「
日
本
詩
壇
」
に
掲
載
さ
れ
た
十
五
年
戦
争
期
を
同
時
代
と
す
る

詩
篇
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
戦
後
の
近
代
問
い
直
し
に
伴
う
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
確
立
の
文
脈
に

「
人
生
派
」
の
詩
人
と
し
て
岡
本
彌
太
を
安
易
に
接
続
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
昭
和
11
年
春
に
刊
行
予
定
と
な
っ
て
い
た
未
刊
詩
集
『
山
河
』
の
方
向
性

（
注
２
）

（
注
３
）

（
注
４
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（
注
５
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を
照
ら
し
出
し
た
上
で
、
編
集
作
業
を
意
識
し
て
い
た
時
期
の
「
日
本
詩
壇
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
青

猪
」
を
中
心
と
す
る
詩
篇
が
何
を
相
対
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
の
か
を
問
う
。
そ
れ
に

よ
り
、
昭
和
23
年
の
岡
本
彌
太
顕
彰
事
業
以
降
、
見
え
難
く
さ
れ
て
き
た
彌
太
の
文
学
的
営
為
の

同
時
代
に
お
け
る
意
義
を
捉
え
直
す
契
機
と
し
た
い
。

二
、「
被
征
服
者
」
の
「
コ
タ
ン
雀
」
―
―
未
刊
詩
集
『
山
河
』
の
可
能
性

　

岡
本
彌
太
の
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
詩
集
は
『
瀧
』
一
冊
の
み
で
あ
る
が
、
昭
和
11
年
の
春
に
は

第
二
詩
集
『
山
河
』（
高
知
新
聞
社
内
山
河
刊
行
後
援
会
）
の
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。「
日
本

詩
壇
」（
昭
和
11
年
３
月
）
に
は
、「
風
惨
露
苦
の
裡
に
悠
乎
歩
み
を
留
め
ざ
る
著
者
一
家
独
自
の

至
境
こ
こ
に
凝
つ
て
鬱
然
―
―
劫
遠
山
河
流
転
の
俤
を
成
し
て
洸
漾
萬
色
を
泛
ぶ
」
と
い
う
触
れ

込
み
と
共
に
、
詩
集
『
山
河
』
の
「
陽
春
刊
行
」
に
向
け
た
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
翌
月
号

の
「
日
本
詩
壇
」（
昭
和
11
年
４
月
）
に
も
『
山
河
』
の
広
告
は
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
日
本
詩
壇

発
行
所
を
取
次
所
と
し
て
「
菊
版
壮
重
箱
入
美
本
／
約 
百
六
十
頁
／
頒
価 

一
圓
五
十
銭
／
三
百

部
限
定
版
」
の
予
定
で
「
予
約
申
込
」
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
予
想
し
て
ゐ
た
よ
り
も
か
な
り
多
く
の
支
持
を
得
て
刊
行
の
準
備
に
あ
た
つ
て
ゐ
」

た
は
ず
の『
山
河
』は
、「
突
然
な
生
活
事
情
の
変
転
で
右
を
延
期
す
る
の
止
む
な
き
に
至
」り（
岡

本
彌
太
「
詩
集
「
山
河
」
に
関
し
て
」「
日
本
詩
壇
」
昭
和
11
年
９
月
）、
終
に
未
刊
と
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
島
崎
曙
海
は
、「
山
河
と
い
う
詩
集
題
が
既
に
刊
行
さ
れ
て
あ
る

こ
と
を
知
り
、
彼
は
そ
れ
を
こ
こ
ろ
よ
し
と
せ
ず
、
終
に
山
河
は
日
の
目
を
み
な
か
つ
た
」（「
あ

と
が
き
」『
岡
本
彌
太
選
集
』）
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
日
中
戦
争
開
戦
を
目
前
に
し
て
、「
劫

遠
山
河
流
転
の
俤
を
成
」
す
東
洋
詩
の
印
象
が
色
濃
い
詩
集
の
刊
行
を
彌
太
自
身
が
危
ぶ
ん
だ
こ

と
を
「
延
期
す
る
の
止
む
な
き
」
の
理
由
と
捉
え
る
向
き
も
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
山
河
』
が
未
刊
と
な
っ
た
理
由
は
、
右
の
「
詩
集
「
山
河
」
に
関
し
て
」

に
掲
載
さ
れ
た
以
上
の
情
報
が
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め
推
測
の
域
を
出
な
い
。ま
た
、詩
集『
山

河
』
編
集
に
関
す
る
彌
太
の
意
図
を
直
接
的
に
知
る
資
料
も
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
詩

集
『
山
河
』
編
集
を
計
画
し
て
い
た
時
期
の
彌
太
の
随
筆
「
コ
タ
ン
雀
」（「
日
本
詩
壇
」
昭
和
10

年
３
月
）
に
は
、『
山
河
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
詩
集
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　

 　

わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
ぢ
ん
ぢ
ん
す
る
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
憤
怒
の
情
の
起
つ
た
時
に
は
こ

の
コ
タ
ン
雀
の
む
き
つ
け
な
泣
き
笑
ひ
の
姿
を
眺
め
よ
う
と
思
ふ
。
ち
か
く
出
さ
う
と
思
ふ

詩
集
は
菊
版
に
し
て
純
白
の
表
紙
に
阿
寒
の
山
か
ら
吹
き
出
す
朱
泥
と
金
泥
を
あ
し
ら
ひ
そ

の
し
た
へ
ち
よ
こ
ん
と
こ
の
暗
褐
の
胡
桃
の
雀
を
一
羽
添
へ
よ
う
と
夢
想
し
て
、
こ
の
寒
い

夕
べ
を
過
し
て
ゐ
た
。

　
『
山
河
』
を
想
起
さ
せ
る
「
ち
か
く
出
さ
う
と
思
ふ
詩
集
」
の
装
丁
と
し
て
、
内
奥
か
ら
噴
出

す
る
感
情
を
示
す
か
の
よ
う
な
「
阿
寒
の
山
か
ら
吹
き
出
す
朱
泥
や
金
泥
」
と
、「
む
き
つ
け
な

泣
き
笑
ひ
の
姿
」
を
湛
え
る
「
コ
タ
ン
雀
」
を
「
純
白
の
表
紙
」
の
上
に
配
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、「
む
き
つ
け
な
愛
嬌
」
を
持
つ
「
コ
タ
ン
雀
」
に
「
ぢ
ん
ぢ
ん
す
る
わ
け

の
わ
か
ら
な
い
憤
怒
の
情
」
が
接
続
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
「
泣
き
笑
ひ
の
姿
」
に
「
憤

怒
」
を
透
か
し
見
る
の
は
、「
コ
タ
ン
雀
」
に
同
時
代
の
「
被
征
服
者
」
た
ち
の
姿
が
重
な
る
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
　

 　

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
コ
タ
ン
雀
の
全
体
の
感
じ
は
北
海
の
暗
い
土
の
香
り
を
何
千
年
も
前

か
ら
そ
の
ま
ゝ
素
直
に
負
つ
た
被
征
服
者
の
光
栄
の
神
光
の
深
み
を
持
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
で

そ
の
ま
ゝ
で
良
い
の
だ
。

　

中
央
集
権
化
を
強
め
て
ゆ
く
時
代
の
波
に
よ
り
、
土
地
の
「
文
化
」
が
「
押
し
流
さ
れ
」、
い

つ
の
間
に
か
「
被
征
服
者
」
の
位
置
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
「
土
着
の
人
」
や
「
空
知
や
釧
路
の

百
姓
」
た
ち
の
姿
が
、「
素
朴
な
胡
桃
細
工
」
の
上
に
重
ね
ら
れ
た
時
、「
コ
タ
ン
雀
」
は
「
憤
怒

の
情
」
の
象
徴
と
な
る
。「
そ
の
ま
ゝ
で
良
い
」
は
ず
で
あ
っ
た
「
北
海
の
暗
い
土
の
香
り
」
と

共
に
営
ま
れ
て
き
た
人
々
の
生
活
様
式
は
、
外
か
ら
流
入
す
る
新
し
い
様
式
に
よ
っ
て
強
制
的
に

変
容
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
　

 　

こ
の
や
う
な
悲
し
げ
な
微わ
ら
い笑
に
ち
か
い
玩
具
を
も
つ
て
空
知
や
釧
路
の
百
姓
の
子
は
遊
ん

で
ゐ
る
だ
ら
う
か
。
／
そ
れ
と
も
洋サ
ー

刀ベ
ル

や
鉄
兜
の
お
も
ち
や
が
熔ラ

岩バ

の
部
落
ま
で
ど
し
ど
し

流
れ
こ
ん
で
ゐ
る
だ
ら
う
か
。

　
「
空
知
や
釧
路
の
百
姓
の
子
」
が
住
む
「
熔ラ

岩バ

の
部
落
」
へ
と
大
量
生
産
さ
れ
た
「
洋サ
ー
ベ
ル刀
や
鉄

兜
の
お
も
ち
や
」
が
流
れ
込
み
、「
農
民
の
手
工
業
」
に
拠
る
「
コ
タ
ン
雀
」
の
細
工
に
取
っ
て

代
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
侵
略
の
た
め
の
武
器
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
「
洋サ
ー
ベ
ル刀

や
鉄
兜
の
お
も
ち
や
」
は
、「
土
着
の
人
」
や
「
空
知
や
釧
路
の
百
姓
」
た
ち
が
示
す
ア
イ
ヌ
民

族
に
対
し
て
従
来
の
生
活
様
式
の
大
き
な
変
容
を
迫
っ
た
近
代
の
北
方
政
策
に
よ
る
収
奪
を
想
起

さ
せ
る
。

　

明
治
４
年
制
定
の
「
戸
籍
法
」
に
よ
り
、
ア
イ
ヌ
民
族
を
国
民
と
し
て
取
り
込
む
と
同
時
に
、

そ
の
文
化
や
風
習
は
抑
制
さ
れ
、
土
地
が
奪
わ
れ
、
自
由
な
狩
猟
も
禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
明
治

（
注
８
）

（
注
９
）
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20
年
代
に
は
本
州
か
ら
の
移
住
者
が
急
増
し
、
土
地
取
得
に
伴
う
圧
迫
が
ア
イ
ヌ
民
族
を
貧
困
に

追
い
込
み
、
文
化
の
破
壊
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
貧
困
救
済
の
政
策
と
し
て
土
地
／
医
療
／
教
育

な
ど
の
問
題
を
明
確
化
し
た
「 

北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」
が
明
治
32
年
に
制
定
さ
れ
た
が
、
ア
イ

ヌ
民
族
の
農
民
化
促
進
と
ア
イ
ヌ
小
学
校
設
立
に
よ
る
同
化
政
策
強
化
に
こ
そ
そ
の
本
質
が
あ
っ
た
。

　

昭
和
６
年
に
白
老
の
ア
イ
ヌ
集
落
を
訪
れ
た
荻
原
井
泉
水
は
、「
ア
イ
ヌ
部
落
」（『
春
秋
草
紙
』

昭
和
９
年
11
月
、
岩
波
書
店
）
に
て
ア
イ
ヌ
小
学
校
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

 　

私
達
は
先
づ
ア
イ
ヌ
の
児
童
ば
か
り
を
収
容
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
白
老
第
二
小
学
校
に
校
長

山
本
儀
三
郎
氏
を
訪
ね
た
。
日
曜
日
な
の
で
、
生
徒
は
居
ず
に
、「
犬
ハ
走
ル
」
な
ど
と
書

い
た
清
書
に
朱
の
丸
が
つ
い
て
（
成
程
、
こ
れ
は
好
く
書
け
て
ゐ
る
）
黒
い
ボ
ー
ル
ド
に
貼

り
つ
け
て
あ
る
が
ら
ん
と
し
た
教
室
を
、
氏
は
先
づ
見
せ
て
く
れ
た
。

　

ア
イ
ヌ
小
学
校
と
し
て
整
備
さ
れ
た
「
白
老
第
二
小
学
校
」
の
教
室
に
は
、
児
童
が
「「
犬
ハ

走
ル
」
な
ど
と
書
い
た
清
書
に
朱
の
丸
が
つ
い
て
」
い
る
手
習
い
が
掲
示
さ
れ
て
あ
り
、
ア
イ
ヌ

語
を
日
本
語
へ
、
ア
イ
ヌ
風
俗
を
日
本
文
化
へ
と
矯
正
す
る
皇
民
化
教
育
の
一
端
が
映
し
出
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
し
て
ア
イ
ヌ
村
落
で
の
案
内
役
を
務
め
た
小
学
校
の
校
長
が
、「
も
と
の
酋
長
の
家
」
に
上

が
り
込
ん
で
は
「
ア
イ
ヌ
の
主
人
を
さ
し
お
い
て
、
私
達
に
其
爐
べ
り
に
坐
れ
と
云
」
い
、
主
人

に
「
熊
祭
り
の
儀
式
を
一
つ
、
し
て
見
せ
て
上
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
指
示
す
る
よ
う
に
、
学
校
の

外
に
ま
で
強
い
影
響
力
を
持
ち
得
た
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
榎
森
進
「
第
九
章　

北
海
道
旧
土
人
保
護
法
と
ア
イ
ヌ
解
放
運
動
」（『
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
』

平
成
27
年
２
月
、
草
風
館
）
に
拠
れ
ば
、「
ア
イ
ヌ
の
児
童
の
み
な
ら
ず
、
校
区
の
成
人
ア
イ
ヌ

の
教
育
の
場
と
し
て
も
積
極
的
に
活
用
さ
れ
」、「
ア
イ
ヌ
全
体
に
た
い
す
る
同
化
教
育
・
皇
民
化

教
育
の
拠
点
と
い
う
役
割
を
も
果
た
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
」
の
が
ア
イ
ヌ
小
学
校
で
あ
っ
た
。
こ

の
校
長
に
顕
著
な
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
小
学
校
を
介
し
て
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
生
活
の
場
の
内
側
へ
と

和
人
社
会
へ
の
同
化
と
天
皇
制
国
家
へ
の
忠
誠
の
意
識
が
浸
み
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

井
泉
水
が
『
春
秋
草
紙
』
を
上
梓
し
た
昭
和
９
年
に
は
「
旭
川
市
旧
土
人
保
護
地
処
分
法
」
が

制
定
さ
れ
て
い
る
。「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」
に
よ
り
、
和
人
に
対
し
て
払
い
下
げ
ら
れ
た
耕

作
適
地
か
ら
外
れ
た
土
地
が
ア
イ
ヌ
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
の
、
旭
川
の
ア
イ
ヌ
に

は
そ
の
分
配
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。「
旭
川
市
旧
土
人
保
護
地
処
分
法
」
交
付
に
至
る
ア
イ
ヌ
民

族
の
運
動
は
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
が
企
画
し
た
全
道
ア
イ
ヌ
青
年
大
会
（
昭
和
６
年
８
月
）
を
契
機
に
、

土
地
返
還
運
動
と
し
て
の
性
質
と
「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」
改
正
・
撤
廃
を
掲
げ
る
差
別
反
対

運
動
の
性
質
と
が
重
な
り
合
い
、
国
会
に
対
し
て
「
ア
イ
ヌ
青
年
か
ら
保
護
法
の
体
系
的
な
改
正

要
求
が
提
起
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
」る
と
い
う
大
き
な
う
ね
り
を
生
み
出
し
て
い
た（
瀧
澤
正「
第

12
章　

ア
イ
ヌ
民
族
と
戦
時
体
制
」
関
口
明
・
田
端
宏
・
桑
原
真
人
・
瀧
澤
正
編
『
ア
イ
ヌ
民
族

の
歴
史
』
平
成
27
年
８
月
、
山
川
出
版
社
）。

　

こ
う
し
た
深
刻
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
ア
イ
ヌ
民
族
に
よ
る
差
別
の
撤
廃
と
生
活
の
確
立
が
表

面
化
し
つ
つ
あ
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
岡
本
彌
太
「
コ
タ
ン
雀
」
に
お
け
る
「
洋サ
ー
ベ
ル刀

や
鉄
兜

の
お
も
ち
や
」
が
「
コ
タ
ン
雀
」
に
取
っ
て
代
わ
る
構
造
は
、「
被
征
服
者
」
た
ち
に
対
す
る
国

策
に
よ
る
圧
迫
を
示
し
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。「
被
征
服
者
」
た
ち
に
よ
る
運
動
が
展

開
さ
れ
て
い
た
同
時
代
を
背
景
と
し
て
、
詩
集
『
山
河
』
は
企
画
さ
れ
、
北
海
道
の
雪
の
大
地
に

「
コ
タ
ン
雀
」
を
添
え
た
装
丁
が
「
夢
想
」
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
10
年
の
初
頭
に
「
日
本
詩
壇
」
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
随
筆
「
コ
タ
ン

雀
」
に
は
、「
阿
寒
帯
の
針
葉
樹
林
の
吹
雪
に
吹
か
れ
て
ち
り
ぢ
り
に
」
さ
れ
な
が
ら
、
外
部
か

ら
の
圧
力
や
暴
力
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
奪
わ
れ
続
け
て
き
た
「
被
征
服
者
」
と
し
て

の
ア
イ
ヌ
民
族
の
姿
を
透
か
し
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
代
に
お
い
て
、「
神
秘
な
涙
に
ち
か

い
も
の
を
そ
の
姿
態
に
堪
へ
」
続
け
る
「
コ
タ
ン
雀
」
は
、
近
代
日
本
国
家
に
翻
弄
さ
れ
て
「
被

征
服
者
」
の
位
置
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
者
た
ち
の
姿
を
喚
起
す
る
ア
イ
コ
ン
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。
そ
れ
を
表
紙
に
据
え
る
装
丁
は
、
厳
し
い
地
域
環
境
に
身
を
置
き
、
国
家
や
時
代
の
暴
力

に
も
晒
さ
れ
な
が
ら
、
二
本
の
頼
り
な
い
細
い
足
で
立
ち
上
が
り
、
抗
い
始
め
た
「
被
征
服
者
」

た
ち
の
側
に
立
っ
た
詩
篇
の
集
成
と
し
て
詩
集
『
山
河
』
が
企
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
被
征
服
者
」
の
象
徴
を
配
す
る
詩
集
『
山
河
』
を
「
夢
想
」
し
て
い
た
頃
の
詩

篇
は
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
随
筆
「
コ
タ
ン
雀
」
が
掲
載
さ
れ
た

前
月
号
の
「
日
本
詩
壇
」（
昭
和
10
年
２
月
）
に
発
表
さ
れ
た
詩
篇
「
野
猪
」
を
確
認
し
て
み
た
い
。

三
、「
青
い
野
猪
」
の
「
牙
」
―
―
詩
篇
「
野
猪
」

　

岡
本
彌
太
の
詩
篇
「
野
猪
」
は
、「
★
」
で
区
切
ら
れ
た
六
つ
の
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

同
郷
詩
人
の
住
江
明
は
、「
岡
本
彌
太
論
（
承
前
）〈「
瀧
」
以
後
の
史
的
展
開
〉」（「
日
本
詩
壇
」

昭
和
14
年
４
月
）
に
て
「
野
猪
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　
　

 　

作
品
「
野
猪
」
を
見
よ
。
氏
は
自
ら
の
胸
に
青
い
野
猪
を
養
ひ
、
傲
然
と
自
己
へ
の
道
を

歌
ふ
。
新
し
き
生
命
の
道
を
、
苦
患
に
し
は
か
れ
ず
、
な
ほ
〈
野
猪
〉
の
如
き
生
を
念
ず
る
。

（
注
10
）
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こ
こ
に
あ
る
も
の
は
感
傷
で
も
誇
張
で
も
な
い
。
分
裂
感
情
の
妖
乱
を
統
率
し
た
真
率
な
る

告
白
で
あ
る
。

　

住
江
は
岡
本
彌
太
個
人
の
問
題
と
し
て
「〈
野
猪
〉
の
如
き
生
」
を
捉
え
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
詩
篇
「
野
猪
」
第
六
節
に
見
ら
れ
る
「
わ
れ
ら
」
の
問
題
と
し
て
「〈
野
猪
〉
の
如
き
生
」
が

意
味
す
る
も
の
を
考
え
て
み
た
い
。
詩
篇
第
六
節
を
引
用
す
る
。

　
　

わ
れ
ら
そ
の
ゆ
く
と
こ
ろ
の
草
の
し
た
に
あ
ら
し
め

　
　

わ
れ
ら
こ
そ
欠
け
た
る
煌
日

　
　

わ
れ
ら
こ
そ
天
地
背
離
の
大
輪
廻

　
　

わ
れ
ら
は
た
ゞ
雪
崩
れ
る　

わ
れ
ら
は
た
ゞ
蚆マ
マ

行
す
る

　
　

わ
れ
ら
は
不
毛
の
曠
野
を
そ
び
ら
に
ひ
き
わ
れ
ら
は
い
つ
も
青
い
野
猪
を
胸
に
養
ふ
て
ゐ
る

　

暗
い
周
囲
を
照
ら
す
「
煌
日
」（
＝
朝
日
）
に
自
ら
を
重
ね
る
「
わ
れ
ら
」
に
と
っ
て
、
日
の

光
が
届
か
な
い
「
草
の
下
」
を
歩
ん
で
行
く
こ
と
は
厭
う
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、「
天
地

背
離
」
し
た
中
間
に
存
在
す
る
「
不
毛
の
曠
野
」
の
よ
う
な
迷
い
の
多
い
世
界
を
、「
雪
崩
れ
る
」

勢
い
を
以
っ
て
、
爪
を
立
て
て
這
う
よ
う
に
力
強
く
「
わ
れ
ら
」
は
進
ん
で
行
く
と
い
う
。
恐
れ

を
知
ら
ず
に
猛
進
す
る
野
生
の
「
青
い
野
猪
」
の
よ
う
に
、
環
境
に
飼
い
な
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

屈
せ
ず
に
抗
い
な
が
ら
前
進
し
続
け
よ
う
と
す
る
「
わ
れ
ら
」
の
意
思
を
「
野
猪
」
第
六
節
に
は

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
六
節
に
お
い
て
「
わ
れ
ら
」
の
意
思
を
表
明
し
、「
青
い
野
猪
」
と
し
て
再
び
立
ち
上
が
っ

た
の
は
、「
う
れ
ひ
」
を
帯
び
た
歴
史
を
背
負
っ
て
歩
む
こ
と
を
受
け
入
れ
、
終
焉
へ
と
向
か
い

つ
つ
あ
っ
た
共
同
体
内
の
社
会
意
識
を
変
容
す
る
必
要
を
自
覚
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。「
野
猪
」

第
一
節
で
は
、
外
界
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
地
に
身
を
置
く
う
ち
に
、
自
ら
を
守
り
、
他
に
抗
う
た
め

の
「
白
い
牙
」
が
「
欠
け
」
て
し
ま
っ
た
「
わ
れ
」
の
姿
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
　

わ
れ
は

　
　

盲
た
る
土
偶
の
生
れ

　
　

わ
れ
の
馬
耳
を
う
つ
も
の
は
雪
と
化
鳥
の
裂
帛
と

　
　

大マ
マ

古
の
落
木
の
非
情
の
旋
律
と

　
　

わ
れ
は
か
ゝ
る
辺
陲
を
た
の
し
み

　
　

か
ゝ
る
清
奇
の
嗚
咽
の
な
か
に
自
ら
の
土
糞
の
壁
を
塗
つ
た

　
　

わ
れ
は
野
伏
か
ら
野
伏
の
胸
の
間
を
軒
昂
と
あ
る
い
た

　
　

わ
れ
は
霏
々
た
る
さ
な
が
ら
の
自
由
無
上
の
雪
白
の
紛
乱
だ

　
　

こ
の
茫
と
涸
れ
た
る
涯
を
な
が
れ
る
暗
い
朱
い
原
質
だ

　
　

わ
れ
は
た
ゞ
一
つ
の
欠
け
た
白
い
牙
を
も
つ
て
ゐ
る

　
「
雪
」
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
た
「
辺
陲
」
に
身
を
置
く
「
わ
れ
」
は
、
外
界
か
ら
隔
絶
さ
れ
て

生
き
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、「
盲
た
る
土
偶
」
／
「
馬
耳
」
ゆ
え
に
外
の
世
界
の
こ
と
を
見
聞
き

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。「
化
鳥
」
の
悲
し
い
鳴
き
声
と
「
大
古
の

落
木
」
が
そ
よ
ぐ
「
旋
律
」
ば
か
り
が
耳
を
打
つ
世
界
―
―
純
粋
な
「
清
奇
の
嗚
咽
」
の
よ
う
に

プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
世
界
―
―
の
な
か
で
、
時
に
「
雪
白
の
紛
乱
」
と
し
て
、
時
に
地
下
の
「
暗
い

朱
い
原
質
」
と
し
て
、
山
野
を
自
由
に
意
気
昂
揚
と
歩
き
渡
る
こ
と
を
「
わ
れ
」
は
「
た
の
し
み
」

と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
世
界
の
内
側
に
脆
い
「
土
糞
の
壁
」
を
築
い
て
外
界
と
の
接
触
を

断
つ
う
ち
に
、抗
う
た
め
の
武
器
で
あ
る「
白
い
牙
」は
い
つ
の
間
に
か「
欠
け
」て
し
ま
い
、「
牙
」

の
役
割
さ
え
も
忘
失
さ
れ
た
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
第
一
節
で
は
示
さ
れ
る
。

　

第
二
節
に
な
る
と
、「
わ
れ
ら
」
の
「
土
糞
の
壁
」
に
空
い
た
穴
か
ら
、「
煌
日
」
が
差
し
込
み
、

新
し
い
「
青
雪
」
が
漏
れ
入
る
よ
う
に
な
り
、
状
況
に
変
化
が
訪
れ
る
。

　
　

石
獣
に
似
た
隣
人
の
壁
か
ら
の
ぞ
く
煌
日

　
　

わ
れ
ら
に
も
う
一
枚
の
蔀
が
な
い

　
　

わ
れ
ら
の
土
糞
の
壁
か
ら
は
屡
々
青
雪
が
洩
れ
る

　
　

雪
橇
が
素
走
る

　
　

わ
れ
ら
は
さ
う
し
て
天
の
や
う
に
轟
々
た
る
快
哉
を
知
る

　
　
　

 

（
謀
反
に
謀
反
を
も
て
蓋
は
れ
る
鋼
青
の
恒
久　

わ
れ
ら

　
　
　

 

か
ゝ
る
と
こ
ろ
の
泥
雪
に
う
ち
罵
ら
れ
お
の
れ
の
臼
歯
を
成
し
た
）

　
「
壁
」
の
穴
を
通
じ
て
「
雪
橇
が
素
走
る
」「
壁
」
の
外
の
世
界
に
初
め
て
触
れ
た
「
わ
れ
ら
」

は
「
天
の
や
う
に
轟
々
た
る
快
哉
を
知
る
」
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、「
壁
」
の
外
の
世
界
と
の

接
触
を
試
み
る
も
の
の
、
外
界
か
ら
「
う
ち
罵
ら
れ
」、
拒
ま
れ
る
裏
切
り
の
よ
う
な
「
謀
反
」

を
「
恒
久
」
に
受
け
続
け
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、「
お
の
れ
の
臼
歯
を
成
」
す
程
に
奥
歯
を
噛

み
し
め
た
苦
渋
を
長
年
に
渡
っ
て
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
を
「
わ
れ
ら
」
は
背
負
う
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
第
一
節
で
「
わ
れ
」
で
あ
っ
た
主
格
が
、
第
二
節
で
「
わ
れ
ら
」
と
い
う
一
人
称
複
数

の
主
格
へ
と
変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
一
つ
の
欠
け
た
白
い
牙
」
は
「
わ
れ
」
と
い
う
個
人
の

問
題
で
は
な
く
、「
わ
れ
ら
」
と
い
う
共
同
体
全
体
の
問
題
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
以
降
、
共

（
注
11
）
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同
体
全
体
が
抗
う
こ
と
を
忘
れ
、
現
状
を
改
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
に
生
き
て
き
た
「
わ
れ

ら
」
の
歴
史
が
問
題
と
さ
れ
て
行
く
。

　

第
三
節
も
「
わ
れ
ら
」
を
主
格
と
し
な
が
ら
、「
壁
」
の
外
の
世
界
と
の
接
触
を
断
っ
て
き
た

共
同
体
の
現
状
が
歌
わ
れ
る
。

　
　

わ
れ
ら
は
竹
柏
に
ち
か
き
子
を
生
し

　
　

わ
れ
ら
、
雪
と
、
金
泥
の
烈
火
と
、
欠
け
た
る
牙
と
よ
り
知
ら
な
い

　
　

わ
れ
ら
は
い
つ
も
薤
露
を
歌
ひ

　
　

わ
れ
ら
は
わ
れ
ら
の
枯
れ
た
る
金
泥
の
残
円
に
従
ふ

　
「
雪
」
の
な
か
「
烈
火
」
を
吹
き
上
げ
る
「
金
泥
」
と
は
、
地
中
か
ら
泥
を
噴
き
上
げ
続
け
る

泥
火
山
を
指
す
。
四
行
目
に
「
わ
れ
ら
の
枯
れ
た
る
金
泥
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
金
泥
」
は
実
景
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、「
わ
れ
ら
」
の
内
面
か
ら
沸
き
起
こ
る
怒
り
の
象
徴
と
し
て
も
用
い
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
金
泥
」
は
、
円
形
の
泥
跡
を
留
め
て
既
に
「
枯
れ
」
果
て
て
し
ま
い
、

今
で
は
新
た
に
湧
出
す
る
こ
と
も
な
い
。
即
ち
、
第
三
節
の
「
わ
れ
ら
」
が
示
す
の
は
、
状
況
に

抗
う
こ
と
も
な
く
、「
薤
露
」（
＝
挽
歌
）
を
歌
い
な
が
ら
終
焉
へ
と
向
か
う
し
か
な
い
共
同
体
の

姿
に
他
な
ら
な
い
。「
雪
と
、
金
泥
の
烈
火
」
の
世
界
か
ら
身
動
き
が
取
れ
な
い
ま
ま
、「
欠
け
た

る
牙
」
に
疑
念
を
抱
く
こ
と
も
な
く
生
き
て
き
た
「
わ
れ
ら
」
の
歴
史
は
、「
竹
柏
」
に
宿
る
と

い
う
金
剛
童
子
の
よ
う
に
神
聖
で
無
邪
気
な
「
子
」
へ
も
自
ず
と
引
き
継
が
れ
、
背
負
わ
せ
て
行

く
こ
と
に
な
る
。

　

第
四
節
は
、「
子
よ
」
と
い
う
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
る
。
し
か
し
、
そ
の
呼
び
か
け
と
共
に
語

ら
れ
る
の
は
、
共
同
体
の
歴
史
を
負
っ
て
「
光
な
き
そ
の
闇
目
を
閑
々
と
あ
る
い
て
」
辿
る
こ
と

し
か
で
き
な
か
っ
た
「
わ
れ
」
の
姿
で
あ
る
。

　
　

子
よ

　
　

火
花
と
な
つ
て
ち
つ
て
ゐ
る

　
　

こ
の
一
餐
の
夕
べ
の
重
い
閑
け
さ
を

　
　

そ
な
た
ら
の
雪
の
行
方
に
わ
け
て
ゐ
る

　
　

う
れ
ひ
は
暁
に
暮
に
そ
な
た
ら
の
襤
褸
の
そ
び
ら

　
　

万
年
の
山
の
い
ろ
に
あ
る

　
　

わ
れ
は
た
ゞ
か
ゝ
る
雪
の
薫
を
負
ひ
光
な
き
そ
の
闇
目
を
閑
々
と
あ
る
い
て
き
た

　
「
一
餐
の
夕
べ
」
の
場
に
、「
襤
褸
の
そ
び
ら
」
の
上
に
、「
万
年
の
山
の
い
ろ
」
の
中
に
「
子
」

自
ら
が
「
重
い
閑
け
さ
」
を
纏
っ
た
歴
史
を
感
じ
取
っ
て
い
る
よ
う
に
、
親
か
ら
子
へ
と
共
同
体

内
の
「
う
れ
ひ
」
の
連
鎖
は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
行
く
。

　

共
同
体
の
歴
史
を
負
う
「
わ
れ
」
に
対
し
て
、
第
五
節
で
は
、
土
地
と
歴
史
に
個
人
を
縛
り
付

け
よ
う
と
す
る
場
か
ら
「
朱
を
ひ
い
て
」
関
わ
り
を
断
ち
、
自
ら
「
壁
」
の
外
へ
と
出
て
行
っ
た

「
彼
奴
」
等
が
登
場
し
、
限
界
を
露
呈
し
た
共
同
体
の
存
続
が
危
う
く
な
っ
て
行
く
。

　
　

彼
奴
も
彼
奴
も

　
　

す
で
に
朱
を
ひ
い
て
ゐ
る

　
　

金
泥
の
火
は
夙
く
に
雪
の
そ
こ
に
な
つ
た

　

外
の
世
界
に
順
応
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、「
彼
奴
」
の
よ
う
に
「
お
の
れ
の
臼
歯
を
成

し
た
」
怒
り
や
そ
の
痕
跡
と
い
っ
た
共
同
体
の
歴
史
を
「
雪
の
そ
こ
」
へ
と
隠
し
て
生
き
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、「
彼
奴
」
等
の
よ
う
な
存
在
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
共
同
体
は
や
が

て
忘
却
さ
れ
て
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
故
に
、「
う
れ
ひ
」
を
帯
び
た
歴
史
を
押
し
付

け
て
き
た
「
土
糞
の
壁
」
の
外
の
世
界
に
抗
う
た
め
の
「
白
い
牙
」
を
取
り
戻
し
、
若
々
し
く
猛

進
す
る
「
青
い
野
猪
を
胸
に
養
」
う
こ
と
が
第
六
節
に
て
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
第
六
節
に
て
「
わ
れ
ら
」
が
「
白
い
牙
」
で
抗
っ
て
み
せ
た
の
は
、「
土
糞
の
壁
」

の
外
側
の
世
界
だ
け
で
は
な
い
。「
欠
け
た
白
い
牙
を
も
つ
」
こ
と
に
無
自
覚
に
な
っ
て
い
た
「
わ

れ
ら
」
と
い
う
共
同
体
そ
の
も
の
や
、「
光
な
き
そ
の
闇
目
」
を
歩
む
者
と
し
て
の
自
己
を
受
け

入
れ
続
け
て
き
た
歴
史
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
点
は
看
過
な
ら
な
い
。
自
ら
を
「
煌
日
」
と
し
て

規
定
し
直
し
、
滅
び
ゆ
く
共
同
体
に
光
を
取
り
戻
す
こ
と
に
よ
り
、
共
同
体
の
新
し
い
道
を
果
敢

に
切
り
拓
こ
う
と
す
る
態
度
の
表
明
こ
そ
が
「
青
い
野
猪
を
胸
に
養
ふ
」
と
い
う
「
わ
れ
ら
」
に

と
っ
て
の
「〈
野
猪
〉
の
如
き
生
」（
住
江
明
）
だ
っ
た
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
詩
集
『
山
河
』

の
構
想
期
に
当
た
る
昭
和
10
年
初
頭
の
「
日
本
詩
壇
」
に
掲
載
さ
れ
た
詩
篇
「
野
猪
」
が
示
す
の

は
、
既
存
の
共
同
体
を
問
い
直
し
、
歴
史
を
相
対
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
刷
新
を
試
み
よ
う

と
す
る
「
わ
れ
ら
」
の
姿
で
あ
っ
た
。

　

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
詩
集
『
山
河
』
は
、「
被
征
服
者
」
を
象
徴
す
る
「
コ
タ
ン
雀
」

を
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
時
代
や
社
会
の
「
被
征
服
者
」
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
に
眼
差
し
を
向

け
る
詩
集
と
し
て
の
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
。「
雪
」
や
「
金
泥
」
が
示
す
北
方
の
土
地
を
舞

台
と
し
、
旧
来
の
共
同
体
内
の
意
識
変
容
を
歌
っ
た
「
野
猪
」
は
、「
近
き
将
来
に
於
て
湮
滅
に

帰
す
る
危
機
」
に
直
面
し
て
い
た
同
時
代
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
状
況
を
読
者
に
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
、

（
注
12
）

（
注
13
）
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「
青
い
野
猪
」
と
し
て
共
同
体
内
の
意
識
を
改
め
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
「
わ
れ
ら
」
の
姿
は
、

「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」
に
由
来
す
る
土
地
所
有
権
と
差
別
の
問
題
を
国
会
に
対
し
て
陳
述
し
、

「
ア
イ
ヌ
土
人
保
護
政
策
上
に
新
紀
元
を
齎
す
」
と
謳
わ
れ
た
（「
滅
び
行
く
人
達
へ
安
住
の
地

を
与
ふ
」「
読
売
新
聞
」
昭
和
９
年
１
月
10
日
朝
刊
）「
旭
川
市
旧
土
人
保
護
地
処
分
法
」
交
付
に

臨
む
ア
イ
ヌ
民
族
の
姿
と
も
響
き
合
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
詩
集
編
集
や
詩
篇
に
よ
っ
て
昭
和
10
年
頃
の
岡
本
彌
太
が
焦
点
を
当
て
よ
う
と

試
み
た
の
は
、
現
状
に
甘
ん
じ
て
時
代
の
敗
残
者
と
し
て
生
き
る
人
々
で
は
な
く
、「
被
征
服
者
」

で
あ
る
こ
と
に
抗
う
べ
く
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
人
々
の
姿
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
「
風
惨
露
苦
の

裡
に
悠
乎
歩
み
を
留
め
ざ
る
」（「『
山
河
』
広
告
」「
日
本
詩
壇
」
前
掲
）
者
た
ち
の
声
を
留
め
る

詩
集
の
基
調
を
成
す
一
篇
と
し
て
、
詩
篇
「
野
猪
」
は
「
日
本
詩
壇
」
に
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に
―
―
渡
満
す
る
「
コ
タ
ン
雀
」

　

深
い
「
雪
」
に
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
を
舞
台
と
す
る
詩
篇
「
野
猪
」
に
顕
著
な
よ
う
に
、「
日
本

詩
壇
」
に
発
表
さ
れ
た
彌
太
の
詩
篇
が
冬
に
関
す
る
景
物
を
多
く
扱
う
理
由
に
つ
い
て
、
山
川
久

三
は
、「
お
の
れ
の
深
重
の
罪
科
を
問
い
続
け
、
人
生
の
峻
厳
を
追
求
す
る
リ
ゴ
リ
ス
チ
ッ
ク
の

性
向
」（「
あ
と
が
き
―
―
解
説
に
代
へ
て
―
―
」『
岡
本
彌
太
詩
集
―
―
山
河
篇
―
―
』
平
成
10

年
１
月
、
泰
樹
社
）
に
起
因
す
る
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、
明
確
な
意
図
を
持
っ
て
歌
わ
れ
た
詩

篇
に
お
い
て
、
冬
の
景
物
を
歌
っ
た
理
由
が
彌
太
の
「
リ
ゴ
リ
ス
チ
ッ
ク
の
性
向
」
に
だ
け
あ
る

と
は
考
え
難
い
。
そ
こ
で
、
自
ら
の
詩
篇
が
「
冬
を
欲
す
る
」
理
由
に
つ
い
て
言
及
し
た
彌
太
の

「
詩
作
の
実
際
《
ア
ン
ケ
ー
ト
そ
の
一
》」（「
日
本
詩
壇
」
昭
和
13
年
２
月
）
に
注
目
し
て
み
た
い
。

　
　

 　

私
の
こ
こ
ろ
の
底
を
う
ご
か
す
パ
ト
ス
は
、
私
の
住
む
明
る
い
南
の
国
で
あ
ら
う
が
、
私

の
あ
ら
は
さ
う
と
す
る
も
の
は
全
然
反
対
の
傾
向
を
も
つ
て
ゐ
る
。
／
こ
の
た
め
に
も
、
私

は
わ
が
ふ
る
さ
と
の
国
に
住
む
の
が
適
し
て
ゐ
る
と
、
今
の
と
こ
ろ
思
つ
て
ゐ
な
い
。
然
し

い
つ
か
は
私
も
心
か
ら
な
る
南
の
国
の
詩
を
書
き
得
る
生
活
4

4

を
―
―
時
代
4

4

を
欲
し
て
ゐ
る
こ

と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
／
私
が
、
秋
を
、
冬
を
欲
す
る
の
は
、
必
ず
し
も
詩
人
特
有
な
魂

か
ら
で
は
な
い
。
も
つ
と
い
へ
ば
私
の
裡
の
南
の
国
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
や
う
な
雪
を
帯
び
て
ゐ
る
。

　

右
の
回
答
か
ら
は
、「
こ
こ
ろ
の
底
を
う
ご
か
す
パ
ト
ス
」
を
直
截
に
表
出
す
る
詩
を
許
容
し

な
い
「
時
代
4

4

」
や
「
生
活
4

4

」
に
お
け
る
圧
迫
が
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
や
う
な
雪
」
と
し
て
形
象
化
し
、

心
象
風
景
と
し
て
の
「
南
の
国
」
を
「
冬
」
へ
と
上
書
き
し
て
し
ま
う
状
況
と
向
き
合
っ
た
と
こ

ろ
に
当
時
の
彌
太
に
と
っ
て
の
詩
作
の
源
泉
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ら
ば
、
詩
篇
「
野
猪
」

に
お
け
る
「
雪
と
化
鳥
の
裂
帛
と
／
大
古
の
落
木
の
非
情
の
旋
律
と
」
に
深
く
閉
ざ
さ
れ
た
「
辺

陲
」
の
景
は
ア
イ
ヌ
民
族
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、「
わ
れ
ら
」
を
縛
り
付
け
る
共
同
体
に
お
け

る
「
生
活
4

4

」
や
「
被
征
服
者
」
と
し
て
の
生
を
突
き
つ
け
る
「
時
代
4

4

」
の
形
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

「
雪
崩
れ
」
て
「
蚆
行
」
し
な
が
ら
も
「
青
い
野
猪
」
の
よ
う
に
「
雪
」
の
中
を
突
き
進
む
姿
は
、

「
生
活
4

4

」
や
「
時
代
4

4

」
の
暴
力
性
に
対
す
る
抵
抗
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
「
生
活
4

4

」の
場
に
お
け
る
旧
弊
が
個
人
の
自
由
を
奪
う
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
は
、詩
篇「
沙
」（「
日

本
詩
壇
」
昭
和
10
年
７
月
）
に
も
変
奏
さ
れ
て
い
る
。

　
　

花
が
ま
つ
白
く
空
気
が
ひ
き
裂
く
や
う
に
青
く
つ
て
こ
の
滅
ん
で
ゆ
く
村
落
は
い
い

　
　

沙
と
思
へ
ば
ど
こ
で
も
光
れ
る

　
　

も
う
ど
こ
へ
も
帰
ら
ん

　
　

石 

の
し
た
に
は
魚
が
う
ぞ
う
ぞ
し
て
ゐ
る
し
お
金
な
ん
ど
な
く
と
も
菜
つ
葉
な
ど
で
ど
う
に

か
暮
れ
る

　
　

眇
や
唖
の
真
似
で
暮
す
よ
り
こ
の
歳
に
な
る
と
さ
つ
ぱ
り
内
臓
の
な
か
で
物
を
言
ひ
た
い

　
　

ど
こ
に
も
あ
る
沙
の
な
か
に
堂
々
と
頭
を
突
つ
こ
ん
で
ゆ
き
た
い

　
　

お 

れ
に
は
こ
の
石
つ
垣
の
こ
わ
れ
た
滅
ぶ
村
落
が
、
き
り
き
り
の
と
こ
ろ
へ
ぶ
ち
あ
た
つ
て

さ
つ
ぱ
り
と
す
る
。

　

一
所
に
留
ま
ら
な
い
「
沙
」
に
自
ら
を
擬
え
、「
ど
こ
に
も
あ
る
沙
の
な
か
に
堂
々
と
頭
を
突

つ
こ
ん
で
ゆ
」き
、「
も
う
ど
こ
へ
も
帰
ら
ん
」と
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
自
由
を
奪
っ

て
き
た
「
村
落
」
に
「
お
れ
」
は
訣
別
す
る
。
そ
れ
は
「
村
落
」
の
「
石
つ
垣
」
の
内
側
の
習
俗

に
「
眇
や
唖
の
真
似
」
を
し
て
盲
目
的
に
な
っ
て
「
暮
す
」
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
、「
内
臓
の
な
か
」

に
留
め
て
き
た
自
ら
の
意
思
に
従
っ
て
生
き
て
行
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
故
に
、「
村
落
」
と
い

う
共
同
体
の
内
と
外
と
を
別
つ
「
石
つ
垣
」
が
崩
壊
し
、
旧
弊
を
押
し
付
け
て
き
た
共
同
体
が
滅

ん
で
ゆ
く
様
を
、
そ
の
外
側
か
ら
澄
明
清
冽
な
景
物
と
同
じ
よ
う
に
「
さ
つ
ぱ
り
」
と
し
た
気
持

ち
で
主
体
は
眺
め
遣
る
。「
石
つ
垣
」
の
綻
び
か
ら
共
同
体
の
外
側
へ
と
目
を
向
け
、
新
た
な
自

己
を
求
め
て
「
も
う
ど
こ
へ
も
帰
ら
ん
」
と
主
張
す
る
主
体
の
姿
は
、
古
い
枠
組
み
を
改
め
、
新

た
な
生
き
方
を
確
立
し
て
行
く
「
わ
れ
ら
」
を
歌
っ
た
詩
篇
「
野
猪
」
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

詩
篇
「
沙
」
に
つ
い
て
、
詩
人
と
し
て
進
む
べ
き
方
向
性
を
見
据
え
た
当
時
の
彌
太
の
心
境
を

反
映
し
て
い
る
と
捉
え
た
間
野
捷
魯
は
「
こ
の
ご
ろ
の
彼
の
心
境
が
く
つ
き
り
し
て
ゐ
る
」（「
一

つ
の
感
想
―
―
岡
本
彌
太
に
関
し
て
―
―
」「
日
本
詩
壇
」
昭
和
11
年
１
月
）
と
述
べ
、
安
部
宙

之
介
も
「
氏
の
詠
嘆
が
単
な
る
詠
嘆
で
は
な
く
、
又
単
な
る
主
我
的
で
も
な
く
、
諦
観
で
も
寂
寞

（15）
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で
も
な
い
」（「
岡
本
彌
太
論
」「
詩
・
研
究 

第
三
冊
」
昭
和
11
年
推
定
）
と
評
し
て
い
る
。「
こ
の

ご
ろ
の
彼
の
心
境
」
を
詩
篇
「
沙
」
に
間
野
が
看
取
し
た
よ
う
に
、
昭
和
10
年
前
後
の
彌
太
の
著

作
に
は
、「
被
征
服
者
」
と
し
て
個
人
を
縛
り
付
け
る
既
存
の
枠
組
み
の
解
体
と
新
た
な
自
己
の

確
立
が
繰
り
返
し
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

第
二
節
で
確
認
し
た
「
被
征
服
者
」
の
象
徴
で
あ
る
「
コ
タ
ン
雀
」
が
当
時
の
彌
太
に
と
っ
て

重
要
な
ア
イ
コ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
昭
和
10
年
10
月
か
ら
11
月
（
推
定
）
に

か
け
て
「
高
知
新
聞
」
紙
上
で
連
載
さ
れ
た
「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
に
も
「
コ
タ
ン
雀
」（
昭
和
10

年
10
月
24
日
）
と
題
さ
れ
た
随
筆
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
版
「
コ
タ
ン
雀
」
は
、

「
日
本
詩
壇
」
版
「
コ
タ
ン
雀
」
と
内
容
面
で
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
も
の
の
、
表
現
と
内
容
を

改
め
た
一
編
と
し
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
変
更
点
と
し
て
、
詩
集
装
丁
に
関
す
る
記
述
が

削
除
さ
れ
、「
藤
棚
の
あ
る
画
家
の
う
ち
の
黒
檀
の
机
の
上
に
中
秋
の
光
を
受
け
て
立
つ
て
ゐ
る
」

「
コ
タ
ン
雀
」
の
後
日
譚
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
版
の
一
部
を
引
用
す
る
。

　
　

 　

恰
度
冬
だ
つ
た
し
自
分
は
吹
雪
の
落
葉
樹
林
を
ち
り
ぢ
り
に
吹
か
れ
て
散
つ
て
ゆ
く
寒
雀

の
一
羽
を
机
の
上
に
置
い
て
そ
の
動
か
う
と
し
な
い
疲
れ
の
あ
と
を
み
た
。
阿
寒
の
山
に
吹

き
あ
げ
る
朱
泥
の
い
ろ
や
、
毒
の
た
め
に
鼻
の
か
け
た
コ
タ
ン
コ
ル
ク
ル
や
内
地
人
の
子
を

孕
ん
だ
そ
の
娘
ら
の
生
活
を
―
―
コ
タ
ン
雀
の
ど
こ
か
に
そ
の
吹
雪
の
闇
が
あ
り
被
征
服
民

族
の
哀
求
の
律
が
神
韻
と
た
た
へ
て
ゐ
る
や
う
に
思
つ
た
。

　
「
毒
の
た
め
に
鼻
の
か
け
た
コ
タ
ン
コ
ル
ク
ル
や
内
地
人
の
子
を
孕
ん
だ
そ
の
娘
ら
の
生
活
」

に
焦
点
を
合
わ
せ
、
同
化
政
策
に
よ
っ
て
風
俗
や
文
化
、
習
慣
を
奪
わ
れ
「
純
粋
な
の
は
ゐ
な
い
」

上
に
、「
型
ば
か
り
の
も
の
」
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
姿
が
「
日
本
詩
壇
」
版
と
同

様
に
胡
桃
細
工
の
「
コ
タ
ン
雀
」
に
重
ね
見
ら
れ
て
い
る
。「
日
本
詩
壇
」
版
の
「
被
征
服
者
」

と
い
う
表
現
を
換
言
し
た
「
被
征
服
民
族
」
は
、
こ
こ
で
も
直
接
的
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
に
向
け
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
日
本
詩
壇
」
版
の
約
半
年
後
に
発
表
さ
れ
た
「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
版
に

見
ら
れ
る
「
被
征
服
民
族
」
と
い
う
言
葉
は
、「
満
州
国
」
皇
帝
・
愛
新
覚
羅
溥
儀
の
訪
日
に
沸

く
同
時
代
状
況
に
お
い
て
、「
日
本
詩
壇
」
版
と
は
異
な
る
響
き
を
伴
っ
て
新
聞
読
者
に
響
い
た

の
で
は
か
ろ
う
か
。

　

昭
和
10
年
４
月
以
降
の
同
時
代
の
人
々
の
興
味
は
、
昭
和
９
年
３
月
に
「
満
州
国
」
皇
帝
即
位

を
慶
祝
し
た
秩
父
宮
訪
満
へ
の
答
礼
と
し
て
、
昭
和
天
皇
の
招
待
に
応
じ
て
国
賓
と
し
て
訪
日
し

た
愛
新
覚
羅
溥
儀
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
同
年
４
月
６
日
に
東
京
駅
に
て
溥
儀
を
異
例
の
形
で
出

迎
え
た
昭
和
天
皇
と
そ
れ
を
奉
迎
す
る
人
々
の
様
子
を
「
皇
紀
の
青
史
を
飾
る
忘
れ
難
き
こ
の
日

よ
！
」（「
青
史
に
輝
く
日
よ
！ 

両
国
元
首
、こ
の
御
交
歓 

東
京
駅
頭
感
激
の
極
！
」「
読
売
新
聞
」

昭
和
10
年
４
月
７
日
夕
刊
）
と
新
聞
は
報
道
す
る
。
ま
た
、
赤
坂
離
宮
で
催
さ
れ
た
溥
儀
主
催
の

皇
族
を
迎
え
た
晩
餐
会
や
、
靖
国
神
社
・
明
治
神
宮
参
拝
の
模
様
、
そ
の
後
の
京
都
・
大
阪
・
奈

良
・
神
戸
・
宮
島
な
ど
の
訪
問
が
連
日
の
よ
う
に
新
聞
や
ラ
ジ
オ
等
の
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
、

国
を
挙
げ
て
の
祝
賀
ム
ー
ド
が
創
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、「
有
ラ
ユ
ル
守
国
ノ
遠
図
、
経
邦

ノ
長
策
ハ
常
ニ
日
本
帝
国
ト
協
力
同
心
以
テ
永
固
ヲ
期
ス
ヘ
シ
」
と
し
た
「
満
州
国
皇
帝
ノ
即
位

詔
書
」（『
満
洲
事
変
満
五
年
』
昭
和
11
年
９
月
、
陸
軍
省
）
が
示
す
両
者
の
「
協
力
同
心
」
が
演

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
祝
賀
ム
ー
ド
が
コ
ー
ド
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
被

征
服
民
族
」
と
い
う
認
識
か
ら
「
満
州
国
」
は
切
断
さ
れ
て
映
り
、「
五
族
協
和
」
を
旗
印
と
す

る
満
州
開
拓
に
よ
っ
て
本
来
の
土
地
を
奪
わ
れ
た
現
地
の
人
々
の
姿
も
後
景
化
し
て
行
く
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
コ
タ
ン
雀
」
を
題
材
と
し
て
再
度
執
筆
さ
れ
た
「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
版
「
コ

タ
ン
雀
」
は
、
白
熱
す
る
報
道
の
裏
側
に
目
を
遣
り
な
が
ら
、
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
開
拓
が

招
い
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
現
状
に「
満
州
国
」の
現
実
を
透
か
し
見
る
こ
と
に
よ
り
、「
被
征
服
民
族
」

の
側
に
置
か
れ
た
「
満
州
国
」
を
正
視
し
よ
う
と
し
な
い
同
時
代
に
対
す
る
批
評
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
に
な
る
。
故
に
「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
版
「
コ
タ
ン
雀
」
は
、「
日
本
詩
壇
」
版
の
単
な
る

焼
き
直
し
で
は
な
く
、
日
中
戦
争
開
戦
を
目
前
に
控
え
た
時
期
に
あ
っ
て
、「
被
征
服
民
族
」
と

し
て
「
満
州
国
」
を
縛
り
付
け
る
枠
組
み
を
祝
賀
に
よ
っ
て
隠
蔽
し
よ
う
と
す
る
同
時
代
の
風
潮

を
相
対
化
し
、
そ
の
実
相
へ
と
目
を
向
け
る
必
要
を
迫
っ
た
随
筆
と
言
え
る
。
そ
れ
を
溥
儀
訪
日

に
沸
く
同
時
代
状
況
を
創
出
す
る
一
翼
を
担
っ
た
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
こ
と
は

看
過
で
き
な
い
。

　

一
方
で
、
陸
軍
内
部
で
の
統
制
派
と
皇
道
派
と
の
対
立
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
勃
発
し
た
二
・

二
六
事
件
と
報
道
規
制
、
軍
部
大
臣
現
役
武
官
制
の
復
活
な
ど
、
昭
和
10
年
前
後
の
日
本
は
征
服

す
る
側
の
論
理
を
強
め
て
行
く
情
勢
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
詩
集
『
山
河
』

が
未
刊
に
終
わ
っ
た
の
は
、「「
山
河
」
と
い
う
詩
集
題
は
別
に
あ
る
の
を
知
つ
た
の
で
、
気
を
く

さ
ら
し
止
め
て
し
ま
つ
」
た
と
島
崎
曙
海
「
岡
本
彌
太
の
こ
と
な
ど
」（「
日
本
未
来
派
」
昭
和
23

年
１
月
）
が
述
べ
る
よ
う
な
個
人
の
心
情
に
拠
る
と
は
考
え
難
い
。「
被
征
服
者
」
／
「
被
征
服

民
族
」の
側
か
ら
既
存
の
枠
組
み
の
転
換
を
訴
え
る
詩
篇
を
集
成
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
詩
集『
山

河
』
は
、
征
服
す
る
側
の
圧
力
が
高
ま
っ
て
ゆ
く
同
時
代
に
お
い
て
未
刊
に
終
わ
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
扱
っ
た
詩
篇
だ
け
で
早
計
に
断
定
す
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
既
存
の
枠
組

（
注
14
）

（
注
15
）

（
注
16
）
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み
か
ら
の
転
換
を
「
日
本
詩
壇
」
誌
上
で
主
張
し
、「
被
征
服
者
」
を
象
徴
す
る
「
コ
タ
ン
雀
」

を
掲
げ
る
第
二
詩
集
『
山
河
』
の
刊
行
を
企
図
し
て
い
た
よ
う
に
、
昭
和
10
年
前
後
の
彌
太
の
文

学
的
営
為
は
同
時
代
に
対
す
る
抵
抗
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
故
に
、「
此
の
詩
人
が
置

か
る
べ
き
詩
界
で
の
地
位
は
隠
者
の
そ
れ
で
は
な
く
、
汪
盛
な
戦
士
の
定
座
で
あ
る
」
と
平
野
威

馬
雄
「「
青
き
霰
」
の
高
士 

岡
本
彌
太
韻
府
考
」（
前
掲
）
は
彌
太
を
評
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、「
人
生
派
」の
詩
人
と
し
て
戦
後
に
彌
太
を
再
生
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
詩
誌
「
山
河
」
創
刊
と
『
岡
本
彌
太
選
集
』
刊
行
、
詩
碑
建
立
に
よ
る
昭
和
23
年

の
岡
本
彌
太
顕
彰
事
業
が
戦
略
的
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
「
人
生
派
」
や
「
青
き
あ
ら
れ

の
高
士
」
と
い
う
言
葉
で
換
骨
奪
胎
さ
れ
な
が
ら
構
築
さ
れ
た
戦
後
の
岡
本
彌
太
の
イ
メ
ー
ジ
と

「
汪
盛
な
戦
士
」
と
評
さ
れ
た
彌
太
の
同
時
代
の
評
価
や
そ
の
詩
篇
の
内
実
と
は
大
き
く
異
な
る
。

都
合
よ
く
捨
象
さ
れ
て
し
ま
っ
た
岡
本
彌
太
の
文
学
的
営
為
が
持
ち
得
た
批
評
性
は
今
後
も
継
続

し
て
究
明
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

【
注
】

（
１
） 

岡
本
彌
太
の
経
歴
等
に
関
し
て
は
、『
岡
本
彌
太
詩
集
―
―
山
河
篇
―
―
』（
平
成
10
年
１
月
、

泰
樹
社
）
所
収
の
「
岡
本
彌
太
年
譜
」
に
詳
し
い
。
な
お
、
本
論
で
は
原
則
と
し
て
「
彌
太
」

と
表
記
し
、
初
出
に
「
弥
太
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
マ
マ
と
し
た
。

（
２
）
詩
集
『
瀧
』
以
降
の
詩
篇
と
は
、「
日
本
詩
壇
」
を
主
た
る
媒
体
と
し
て
発
表
さ
れ
た
詩
篇

を
指
す
。
一
部
「
詩
神
」（
昭
和
６
年
１
、
２
、
４
、
６
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
詩
篇
、
同
人

誌
掲
載
詩
篇
を
含
む
。

（
３
）「
そ
し
て
是
非
大
陸
に
渡
る
事
を
考
へ
て
頂
き
た
い
。
私
は
あ
な
た
が
愈
々
田
舎
人
と
な
り

気
力
さ
へ
弱
つ
て
ゆ
く
の
を
考
へ
る
と
、
非
常
に
淋
し
い
感
に
う
た
れ
る
」
と
彌
太
に
渡

満
を
勧
め
る
島
崎
曙
海
の
書
簡
（
昭
和
16
年
４
月
21
日
）
や
、「
私
は
唯
、
岡
本
弥
太
詩
集

を
刊
行
し
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
だ
け
で
す
。
ど
な
た
の
手
で
刊
行
さ
れ
て
も
結
構
な
わ
け

で
す
」
と
彌
太
の
詩
集
刊
行
に
関
し
て
触
れ
た
島
崎
曙
海
の
書
簡
（
昭
和
16
年
３
月
２
日
）

を
「
岡
本
彌
太
宛
書
簡
」（
香
南
市
教
育
委
員
会
蔵
）
に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
）
浜
田
知
章
（「
編
集
後
記
」「
山
河
」
昭
和
23
年
11
月
）
は
、「
島
崎
氏
の
こ
と
に
関
し
て
と

や
か
く
云
つ
た
一
部
の
人
を
除
い
て
、
真
に
詩
を
理
解
す
る
人
に
於
て
の
み
島
崎
氏
の
精

神
を
理
解
し
、
彌
太
の
詩
精
神
に
通
ず
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
言
及
し
て
お
り
、『
宣
撫
官
詩

集 

地
貌
』
や
『
十
億
一
体
』（
昭
和
17
年
４
月
、
女
性
満
州
社
）
を
刊
行
し
た
島
崎
曙
海

の
戦
争
責
任
問
題
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
５
）
倉
橋
健
一
「
今
、
思
う
こ
と
―
―
「
山
河
」
復
刻
版
を
め
ぐ
っ
て
（
三
）」（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱnd
」
平
成
28
年
10
月
）
は
、「
い
わ
ゆ
る
民
主
々
義
文
学
陣
営
か
ら
の
文
学
者
の
責
任
追
及

弾
劾
」
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
弥
太
詩
碑
建
立
の
裏
に
あ
る
地
方
文
壇
形
成
に
右
往
左

往
し
て
い
る
人
び
と
の
お
も
わ
く
が
、
ど
こ
と
な
く
透
け
て
み
え
て
く
る
気
が
す
る
。
岡

本
弥
太
は
よ
う
す
る
に
担
ぎ
出
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
言
及
す
る
。

（
６
）
岡
本
彌
太
を
「
人
生
派
」
と
評
し
た
同
時
代
評
に
、 

平
野
威
馬
雄
「「
青
き
霰
」
の
高
士 

岡
本
彌
太
韻
府
考
」（「
日
本
詩
壇
」
昭
和
10
年
６
月
）
が
あ
る
。
岡
崎
清
一
郎
を
「
サ
バ

ト
の
修
辞
家
」
と
し
た
こ
と
に
比
し
て
、
岡
本
彌
太
を
「
ス
タ
ム
ブ
ー
ル
の
人
生
派
」
と

捉
え
て
い
る
。
浜
田
知
章
が
「
人
生
派
と
目
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
は
こ
の
同
時
代
評

に
拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
島
崎
曙
海
（「
岡
本
彌
太
論
」「
山
河
」
昭
和
23
年

４
月
）
の
「
な
に
か
彌
太
は
青
と
か
、
光
と
か
そ
う
い
う
も
の
に
象
徴
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。

青
き
あ
ら
れ
の
高
士
岡
本
彌
太
」
と
い
う
評
も
平
野
の
評
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、「
人
生
派
」
や
「
高
士
」
で
は
な
く
、「
汪
盛
な
戦
士
」
と
し
て
彌
太

を
位
置
付
け
る
こ
と
に
こ
そ
平
野
の
狙
い
は
あ
っ
た
。

（
７
）
例
え
ば
、
島
崎
曙
海
『
宣
撫
官
詩
集 

地
貌
』
の
「
詩
集
地
貌
の
序
」
に
お
い
て
、「
詩
人

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
が
あ
る　

と
て
も
奴
等
で
は
出
来
な
い
こ
と
を
純
粋
に
や
つ

て
生
き
ぬ
い
て
み
る
の
だ
」
と
宣
撫
官
と
し
て
戦
争
の
道
具
と
し
て
の
詩
を
書
く
の
で
は

な
く
、
詩
人
と
し
て
「
純
粋
」
に
詩
を
書
く
必
要
を
説
き
、「
宣
撫
の
余
暇
に
詩
を
書
け
」

と
彌
太
は
訴
え
て
い
る
。

（
８
）
倉
橋
健
一
「
今
、
思
う
こ
と
―
―
「
山
河
」
復
刻
版
を
め
ぐ
っ
て
（
三
）」（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱnd
」
前
掲
）
は
、
猪
野
睦
の
同
様
の
意
見
に
首
肯
し
た
上
で
「
そ
の
と
お
り
、
み
ず
か
ら

刊
行
を
見
合
わ
せ
た
も
の
と
思
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。

（
９
）
こ
の
「
コ
タ
ン
雀
」
は
、「
フ
ヰ
リ
ツ
プ
を
愛
す
る
私
の
若
い
友
人
か
ら
の
新
年
の
贈
物
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。「
高
知
新
聞
」
で
彌
太
が
連
載
し
た
「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」（
昭
和
10
年

10
月
〜
11
月
推
定
）（
↓
注
15
）
の
「
コ
タ
ン
雀
」（「
高
知
新
聞
」
昭
和
10
年
10
月
24
日
）

の
記
述
に
は
、「
石
狩
野
の
江
別
町
の
フ
ヰ
リ
ツ
プ
を
愛
す
る
若
い
詩
人
小
田
君
か
ら
贈
ら

れ
た
コ
タ
ン
雀
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
日
本
詩
壇
」
に
も
参
加
し
て
い
た
詩
人
の
小
田
邦

雄
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）
萩
原
朔
太
郎
は
「
装
幀
の
意
義
」（『
新
し
き
欲
情
』
大
正
11
年
４
月
、
ア
ル
ス
）
に
お
い
て
、

（17）
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「
内
容
の
思
想
を
感
覚
上
の
趣
味
に
よ
つ
て
象
徴
し
、
色
や
、
影
や
、
気
分
や
、
紙
質
や

の
趣
き
深
き
暗
示
に
よ
り
、
彼
の
敏
感
の
読
者
に
ま
で
直
接
「
思
想
の
情
感
」
を
直
覚
さ

せ
る
で
あ
ら
う
と
こ
ろ
の
装
幀
」
に
「
決
し
て
い
つ
も
冷
淡
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
言
及
し
て
い
る
。

（
11
）「
蚆
行
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
た
め
、「
爬
」
の
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
。『
岡
本
彌
太
詩
集

―
―
山
河
篇
―
―
』（
前
掲
）
も
「
爬
行
」
に
改
め
て
い
る
。

（
12
）「
コ
タ
ン
雀
」
で
も
「
阿
寒
の
山
か
ら
吹
き
出
す
朱
泥
と
金
泥
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、

阿
寒
湖
畔
の
泥
火
山
か
ら
吹
き
出
す
粘
土
は
「
朱
泥
と
金
泥
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）
浅
野
研
眞
「
ア
イ
ヌ
部
落
に
原
始
宗
教
を
探
る
（
１
）」（「
読
売
新
聞
」
昭
和
10
年
８
月
24

日
朝
刊
）
の
他
に
も
、「
失
は
れ
ゆ
く
文
字
無
き
北
方
の
ア
イ
ヌ
文
化
」
の
保
護
（「
ア
イ

ヌ
の
哀
歌 

亡
び
ゆ
く
前
に
録
音
」「
朝
日
新
聞
」
昭
和
10
年
９
月
28
日
朝
刊
）
が
訴
え
ら

れ
る
等
、
ア
イ
ヌ
民
族
は
滅
び
行
く
民
族
と
し
て
同
時
代
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。

（
14
）
奥
付
、
表
紙
等
に
発
行
日
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
昭
和
11
年
１
月
に
小
川
十
指
秋
の

編
集
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
現
代
日
本
詩
人
選
集
』（
動
脈
社
）
に
つ
い
て
、
安
部
宙
之
介

が
「
現
代
日
本
詩
人
選
集
に
つ
い
て
」
と
い
う
推
賞
文
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和

11
年
以
降
の
刊
行
と
推
定
し
た
。
ま
た
、「
詩
・
研
究
」
は
、
安
部
宙
之
介
が
詩
・
研
究
発

行
所
（
島
根
県
）
か
ら
刊
行
し
て
い
た
詩
誌
で
あ
り
、
同
第
三
冊
に
は
岡
本
彌
太
「
琴
歌

四
種
―
―
感
想
に
か
へ
て
―
―
」と
し
て
、「
う
す
ぶ
と
ん
」、「
ふ
ゆ
の
月
」、「
火
の
車
」、「
東

野
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
は
、
そ
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
当
時
の
「
高
知
新
聞
」
の

紙
面
が
散
逸
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
文
を
長
ら
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
資
料
で

あ
っ
た
。今
回
、猪
野
睦
旧
蔵
の
複
写
物
に
て
本
文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。な
お
、「
コ

タ
ン
雀
」
全
文
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
文
学
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
「
随
筆 

楚
歌
春

秋
」
の
他
の
掲
載
回
と
共
に
、
翻
刻
と
注
釈
を
施
し
、
別
稿
を
用
意
す
る
。

（
16
）
挿
絵
を
担
当
し
て
い
る
藤
田
太
郎
宅
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
藤
田
は
彌
太
の
第

一
詩
集
『
瀧
』
の
装
丁
を
担
当
し
た
同
郷
の
画
家
で
あ
り
、
後
に
国
画
会
会
員
と
な
っ
た
。

【
謝
辞
】

・ 

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
若
手
研
究
「
十
五
年
戦
争
期
の
公
器
「
日
本
詩
壇
」
に
見

ら
れ
る
地
方
詩
人
の
文
学
的
営
為
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
：20K

12943

、

研
究
代
表
者
：
佐
藤
元
紀
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

・ 

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
故
猪
野
睦
氏
、
藤
田
泰
子
氏
、
岡
本
龍
太
氏
、
高
知
県
立
文
学
館
・
川

島
禎
子
氏
・
福
冨
陽
子
氏
、
香
南
市
教
育
委
員
会
、
香
南
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
多
く

の
方
々
よ
り
資
料
提
供
の
ご
協
力
や
ご
助
言
を
賜
っ
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（18）

千葉大学教育学部研究紀要　第71巻　Ⅱ．人文・社会科学系

－369－




